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税務

た
欠
損
金
は
、
限
度
額
ま
で
他
の
グ

ル
ー
プ
法
人
に
お
け
る
損
益
通
算
後

の
所
得
か
ら
控
除
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
黒
字
法
人
と
赤

字
法
人
が
混
在
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ

に
お
い
て
は
、
法
人
税
の
節
税
効
果

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

個
別
制
度
の
う
ち
、
外
国
税
額
控

除
と
研
究
開
発
税
制
に
つ
い
て
は
グ

ル
ー
プ
全
体
で
税
額
控
除
額
を
計
算

し
ま
す
の
で
、
単
体
で
の
計
算
よ
り

も
税
務
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
個

別
制
度
（
寄
附
金
の
損
金
不
算
入
や

所
得
税
額
控
除
等
）
に
つ
い
て
は
、

複
雑
な
グ
ル
ー
プ
調
整
計
算
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
開
始
・
加
入
に
伴
っ
て
子

会
社
の
時
価
評
価
と
欠
損
金
の
切
り

捨
て
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
対
象
法
人

の
範
囲
が
連
結
納
税
制
度
に
比
べ
て

大
幅
に
縮
小
さ
れ
、
合
併
な
ど
組
織

再
編
に
適
用
さ
れ
る
組
織
再
編
税
制

の
要
件
と
の
整
合
性
が
図
ら
れ
た
制

度
設
計
と
な
っ
て
お
り
、
欠
損
金
を

持
ち
込
み
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
親
会
社
も
時
価
評
価
と
欠
損
金

切
り
捨
て
の
対
象
と
な
り
得
ま
す
が
、

実
際
に
は
ほ
ぼ
影
響
な
い
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
開
始
・
加
入
前

の
欠
損
金
は
、
親
会
社
も
含
め
て
自

己
の
所
得
を
限
度
と
し
て
し
か
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
多
額

の
欠
損
金
を
持
ち
込
ん
で
別
の
グ
ル

ー
プ
会
社
の
所
得
か
ら
控
除
す
る
と

い
っ
た
節
税
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ

ん
。

　

税
務
上
の
優
遇
措
置
が
あ
る
中
小

法
人
の
判
定
に
つ
い
て
は
、
通
算
グ

ル
ー
プ
内
の
い
ず
れ
か
の
法
人
が
中

小
法
人
に
該
当
し
な
い
場
合
に
は
、

グ
ル
ー
プ
内
す
べ
て
の
法
人
が
中
小

法
人
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま

す
。

　

グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
は
、
令
和
四

年
四
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業

年
度
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
開
始
に

当
た
っ
て
は
、
適
用
し
よ
う
と
す
る

事
業
年
度
開
始
の
三
カ
月
前
ま
で
に

税
務
署
経
由
で
国
税
庁
長
官
に
承
認

申
請
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
．
現
行
の
連
結
納
税
制
度
の
概
要

　

連
結
納
税
制
度
の
対
象
法
人
は
、

グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
の
場
合
と
ほ
ぼ

同
じ
で
す
が
、
グ
ル
ー
プ
全
体
を
一

つ
と
み
な
し
て
一
体
で
法
人
税
申
告

を
行
い
ま
す
。
つ
ま
り
親
会
社
の
み

が
納
税
主
体
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
税
額
計
算
が
煩
雑
と
な
り
、
税

務
調
査
に
よ
る
修
正
・
更
正
が
あ
っ

た
場
合
に
全
社
で
再
計
算
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る

等
の
問
題
点
が
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
通

算
制
度
に
お
い
て
は
個
別
申
告
と
な

り
、
修
正
・
更
正
が
生
じ
た
場
合
に

も
他
法
人
の
所
得
へ
の
影
響
を
原
則

的
に
は
遮
断
す
る
こ
と
で
簡
素
化
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

連
結
納
税
制
度
は
、
グ
ル
ー
プ
全

体
で
所
得
計
算
を
行
う
た
め
、
親
子

会
社
間
の
損
益
通
算
や
欠
損
金
の
利

令
和
二
年
度
の
税
制
改

正
で
連
結
納
税
制
度
に

代
わ
り
グ
ル
ー
プ
通
算

制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

概
要
と
留
意
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
の
導
入
と

適
用
の
検
討

み
つ
ば
会
計

（
商
工
研
相
談
業
務
委
嘱
先
）

税
理
士
・
公
認
会
計
士

織
田
成
人

１
．
グ
ル
ー
プ
通
算
制

度
の
概
要

　

グ
ル
ー
プ
通
算
制
度

と
は
、
内
国
法
人
で
あ
る
親
法
人
と

そ
の
親
法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係

が
あ
る
子
法
人
を
対
象
と
し
て
、
法

人
税
申
告
に
お
い
て
、
そ
の
グ
ル
ー

プ
内
で
の
所
得
の
損
益
通
算
や
、
欠

損
金
の
通
算
等
を
行
う
制
度
で
す
。

申
告
に
当
た
っ
て
は
、
個
々
の
会
社

が
納
税
主
体
と
な
る
個
別
申
告
と
な

る
点
が
連
結
納
税
制
度
と
大
き
く
異

な
り
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
を
適
用
し
た

場
合
、
親
会
社
と
子
会
社
の
損
益
通

算
が
可
能
で
す
。
損
益
通
算
は
、
赤

字
法
人
の
欠
損
金
額
の
合
計
額
を
、

各
黒
字
法
人
の
所
得
の
比
で
按あ

ん

分ぶ
ん

し

て
行
い
ま
す
。
適
用
開
始
後
に
生
じ
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用
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
研
究
開
発

税
制
や
寄
附
金
の
損
金
不
算
入
等
の

個
別
制
度
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
グ

ル
ー
プ
調
整
計
算
が
な
さ
れ
ま
す
。

連
結
所
得
計
算
に
お
い
て
は
、
各
法

人
の
所
得
を
合
算
し
て
計
算
す
る
た

め
、
各
法
人
単
位
で
は
黒
字
法
人
と

赤
字
法
人
が
混
在
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
計
算
上
、
グ
ル
ー
プ
内
精
算

と
し
て
法
人
税
個
別
帰
属
額
が
個
々

の
法
人
ご
と
に
発
生
し
、
複
雑
な
申

告
所
得
計
算
と
な
り
ま
す
。

　

開
始
・
加
入
に
伴
っ
て
は
、
原
則

と
し
て
子
会
社
の
時
価
評
価
が
必
要

で
あ
り
、
欠
損
金
の
切
り
捨
て
も
行

わ
れ
ま
す
。
切
り
捨
て
ら
れ
ず
に
持

ち
込
ま
れ
た
欠
損
金
は
、
子
会
社
の

所
得
を
限
度
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
親
会
社

は
時
価
評
価
対
象
で
は

な
く
、
欠
損
金
に
つ
い

て
は
す
べ
て
連
結
欠
損

金
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
。

　

中
小
法
人
の
判
定
に

当
た
っ
て
は
、
親
法
人

の
資
本
金
の
額
の
み
で

判
定
さ
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
点
に
関

し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
通

算
制
度
で
は
厳
し
い
取

り
扱
い
と
な
っ
て
い
ま

す
。

３
．
グ
ル
ー
プ
通
算
制

度
適
用
を
検
討
す
る

に
当
た
っ
て
の
留
意

点
⑴
連
結
納
税
制
度
か
グ

ル
ー
プ
通
算
制
度
か

　

企
業
グ
ル
ー
プ
全
体
の
節
税
効
果

を
考
え
て
グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
を
導

入
す
る
と
決
定
し
た
場
合
、
ど
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
導
入
す
る
か
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
で
は
、
開
始

・
加
入
前
の
欠
損
金
は
、
親
・
子
会

社
と
も
に
自
己
の
所
得
に
対
し
て
し

か
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
連
結

納
税
制
度
を
先
に
適
用
し
て
お
け
ば
、

親
会
社
の
欠
損
金
を
連
結
欠
損
金
と

み
な
し
て
グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
に
持

ち
込
む
こ
と
が
で
き
、
グ
ル
ー
プ
全

体
の
所
得
に
対
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
連
結
納
税
を
開
始
す
る
に

当
た
っ
て
は
子
会
社
の
時
価
評
価
や

欠
損
金
の
切
り
捨
て
等
の
対
象
範
囲

が
グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
よ
り
も
大
き

い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
り
、
グ

ル
ー
プ
通
算
制
度
開
始
を
待
っ
て
か

ら
の
適
用
と
し
た
方
が
有
利
と
な
る

場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

連
結
納
税
や
グ
ル
ー
プ
通
算
制
度

の
承
認
申
請
は
、
適
用
し
よ
う
と
す

る
事
業
年
度
開
始
の
三
カ
月
前
ま
で

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

早
め
の
方
針
決
定
が
必
須
と
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
三
月
決
算
法
人
が
連

結
納
税
制
度
か
ら
適
用
す
る
と
し
た

場
合
、
令
和
二
年
十
二
月
末
ま
で
に

連
結
納
税
の
承
認
申
請
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑵
既
に
連
結
納
税
制
度
を
適
用
し
て

い
る
場
合
の
検
討
事
項

　

既
に
連
結
納
税
制
度
を
適
用
し
て

い
る
場
合
、
自
動
的
に
グ
ル
ー
プ
通

算
制
度
に
移
行
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し

経
過
措
置
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
通
算

制
度
適
用
開
始
事
業
年
度
の
前
日
ま

で
に
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
、

単
体
納
税
法
人
に
戻
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
連
結
納
税
制
度
は
継
続

適
用
が
原
則
で
、
や
む
を
得
な
い
事

情
が
あ
る
場
合
等
以
外
は
取
り
や
め

が
で
き
な
い
た
め
、
連
結
納
税
開
始

時
に
見
込
ん
だ
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
な

っ
た
後
で
も
簡
単
に
取
り
や
め
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

今
回
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、
会
社
側

の
意
思
で
単
体
納
税
法
人
に
戻
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
と
の
有
利
不
利

を
比
較
し
て
、
連
結
納
税
制
度
適
用

を
終
了
さ
せ
る
べ
き
か
を
検
討
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
単
体
納
税
法
人
に
戻
っ
た

場
合
、
五
年
間
は
グ
ル
ー
プ
通
算
制

度
の
適
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

表　グループ通算制度と連結納税制度の対比
グループ通算制度 連結納税制度

申告方式 会社ごとに個別申告 連結グループ一体で申告

損益通算 赤字法人の欠損金額の合計額を、
各黒字法人の所得の比で按分 合算方式

加入・開始時
の時価評価

組織再編税制と同様の要件で判定
（満たさない場合に時価評価）

特定連結子法人（5年以上前から完
全支配関係の法人など）に該当しな
ければ時価評価

加入前の欠損
金の持ち込み

組織再編税制と同様の要件で判定
（満たさない場合に切り捨て）

特定連結子法人に該当しなければ欠
損金切り捨て

加入前の欠損
金の利用

親子とも自己の所得の範囲のみ
（ただし連結納税からの移行時の特
例あり）

子は自己の所得の範囲のみ

個別制度 外国税額控除と研究開発税制のみ 左記に加えて寄附金の損金不算入な
どでグループ調整計算

中小法人判定 グループ内のすべての会社が中小
法人であることが必要 親会社の資本金で判定


